
１ 

の
中
を
探
検
し
て
い
ま
し
た
。
庭
先
の
祠
に
、
小
さ

な
狛こ

ま

犬
が
お
い
て
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
怖
く

て
怖
く
て
夢
に
ま
で
で
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
も
総
じ
て
、
良
い
思
い
出
と
し
て
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
、
松
江
を
観
光
が
て
ら
祖
父
母
の
家
が
あ
っ

た
あ
た
り
を
歩
い
て
み
ま
し
た
。
す
で
に
家
は
な
く

駐
車
場
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
み
し
い
と
い
う
思

い
に
も
駆
ら
れ
ま
し
た
が
、
当
時
か
ら
残
っ
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
近
所
の
医
院
、
私
が
生
ま
れ

た
産
院
、
よ
く
出
前
を
と
っ
て
い
た
中
華
料
理
屋
さ

ん
の
建
物
を
見
た
と
き
に
は
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

以
前
あ
っ
た
も
の
が
、
何
十
年
か
た
つ
う
ち
に
変

化
し
て
、
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
は
さ
み
し
い
こ
と

で
す
。
八
雲
病
院
の
周
囲
も
、
道
路
工
事
で
変
化
し

て
い
く
こ
と
を
肌
で
感
じ
ま
す
。
よ
り
利
便
性
を
追

求
し
て
現
代
的
な
も
の
に
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん

か
わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
で
も
、
ふ
っ
と
目
を

少
し
う
つ
せ
ば
鶏
塚
古
墳
が
、
昔
と
ほ
と
ん
ど
か
わ

ら
な
い
姿
で
じ
っ
と

佇
た
た
ず

ん
で
い
る
の
が
目
に
入
り

ま
す
。
遠
い
昔
か
ら
（
千
五
百
年
間
程
度
は
）
あ
の

ま
ま
の
姿
で
ず
っ
と
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
変
化
の
中

に
も
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
芯
の
あ
る
も
の
が
い
つ

ま
で
も
残
っ
て
ほ
し
い
、
八
雲
病
院
も
そ
う
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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第１回 

日々の心理士業務について
     臨床心理士 門脇 侑衣 

④研究活動 

 臨床心理学の知見を確実なもの

にし、研究活動を行っています。 

以上が臨床心理士の主な業務内

容になります。当院では、２人の心

理スタッフが勤務しており、担当医

からの指示のもと心理検査を実施

しています。それぞれの方が抱える

心理的な問題の状況や課題を明ら

かにし、ご本人や支援に携わる治療

スタッフとどのような支援が望ま

しいかについて考えていきます。 

また、心理面接も行っており、入

院中の方には、ベッドサイドや病棟

の面談室にうかがってお話しさせ

ていただきます。外来通院の方に

は、面会室において毎週あるいは隔

週に決められた時間にお会いして、

守られた空間でお話ししていただ

くことが可能となっています。こと

ばを介しての面談が難しいと感じ

日本には、こころの問題に取り組

む職種として、心理カウンセラー、

心理療法士、心理相談員とさまざ

まあり、多くの方が支援に携わっ

ております。中でも、臨床心理士

（Clinical Psychologist：CP）は、

公益財団法人日本臨床心理士資格

認定協会が認定する民間の資格で

あり、心理学に基づく知識や技術

を用いて、人間の“こころ”の問題

に取り組んでいます。 

臨床心理士の活動領域はさまざ

まで、医療・保健、教育、福祉、大

学・研究所、司法・法務・警察、産

業・労働、私設心理相談、と多岐に

わたって支援を行っています。ま

た、心理業務は、活動領域によって

内容が異なりますが、主に４つの

業務が挙げられます。 

①心理アセスメント 

 問題の状況や課題などを面接や

心理検査などによって明らかに

し、自己理解や支援に役立てます。 

②心理面接 

 心理カウンセリング・心理療法

といわれるもので、相談に来られ

る方々の課題に応じてさまざまな

臨床心理学的方法を用いて、心理

的な問題の克服や困難の軽減にむ

けて支援します。 

③臨床心理的地域援助 

 悩みの解決のためには、個人だ

けではなく、その人を囲む環境へ

の働きかけ、情報整理や関係の調

整を行ったり、他の専門機関と連

携することもあります。 

特  集

心理士

る方に対しては、絵を描いていただ

いたり、ゲームなどの遊びを通して

心理面接も行うこともあります。 

さらに、当院では、自分のお酒の

飲み方に問題を感じている入院・通

院の方を対象に、週に１度のアル

コール・ミーティングを行っていま

す。グループの参加には主治医の許

可が必要となっていますが、その後

の参加は任意としています。活動は

少人数グループで、アルコール依存

症に関する資料や体験談等を利用

した認知的学習を行うとともに、自

らの体験を話したり、他のメンバー

の話をきくことにより、自分自身の

アルコールの問題への理解を深め

ることを援助します。 

患者さんのこころに寄り添いな

がら支援をしていくことを目標に

日々業務を行っております。 

（次回は第２回「デイケアにおける

心理士業務について」です） 

面
談
を
行
う
門
脇
心
理
士

２ 



３ 

(外来看護部門） 
 外来・看護部門では、３人のベテ

ラン看護師と１人のフレッシュ看

護師で、診療介助、外来看護を他職

種（事務・薬局）と共にチームワー

クで行っています。 

外来診療 

（月～金） 8：30～12：00 

（土）   8：30～11：30 

予約制なし 

 予約制ではなく、2診制となって

おり、初めての診察の時にスムー

ズに受診しやすくなっています。

また、院外処方を取り入れ、患者さ

んの待ち時間の短縮に努めていま

す。 

患者さんは、長期の通院治療が

必要な場合もあります。個々の患

者さんが、病気と上手に付き合い

ながら社会生活ができるように、

通院の途絶えた患者さんのため

に、電話で様子をうかがい通院に

つなげるなどの工夫をして、患者

さんのご家族との関わりを持って

います。 

 患者さんの安心できる場となる

ように、病院の理念に基づき、笑顔

で患者さんの話を聞いたり、診療

時間外での患者さんからの電話で

話を聞いたり、服薬、診察について

のご相談などに対応し、通院支援

に心掛けています。 

法人内関連施設（たんぽぽ・コス

モス・ビ・フレンディング・八雲

DC・雲陽の里）や訪問看護とつな

がりを持ち、患者さんの情報を共

有し、病状の変化に対応し、医師と

の連絡を取り、患者さん、ご家族の

不安、苦痛が軽減できるよう努め

ています。 

 良い医療、良い看護ができるよ

う、多職種と共に協力して、安心し

シリーズ病院機能

① 外来 

て通院治療できる場の提供のた

め、八雲病院外来部門を支えて

行きたいと思っています。 

・困ったことがあったら相談し

やすい、病院へ来たら安心でき

るように雰囲気づくりに心がけ

ています。 

・診察室の蘭の花に心を癒やさ

れ、患者さんが笑顔であるよう

に日々の看護に努力いたしま

す。 

       外来看護師一同 

（岩田）

（外来事務部門） 
 私が学校を卒業し医療事務を

始めた頃は、手書きレセプトで、

月末・月初は当たり前に残業を

しなければ提出日に間に合わな

い時代でした。 

 その後、医事コンピューター

の導入で、残業は減っていきま

した。現在は、オンライン・レセ

プト・チェックシステムの導入

で、残業はほとんどなく、査定減

にもつながっています。 

 2年に1度の診療報酬改定が

あり、中医協の改定案を、早期に

インター

ネットか

ら取り出

して勉強

し、院内の

診療会議

に、最新情

報をいち

早く知ら

せなけれ

ばなりま

せん。改定

内容は、

年々複雑

化してい

安心できる医療の場を目指して 

外来看護・医療事務部門から 

て、医師・看護師・病院すべての

職種を巻き込んだ前向きな検討

が必要となります。 

 診療現場でのコスト意識の向

上が、算定率向上につながりま

す。故角南譲院長からよく言われ

ていました。「みどり本を読んで

攻めていかないといけない」と。 

 医療費が国全体で40兆円に

なっている今、医療費削減の対策

が急務となっています。 

 今回の改定では、多剤投与の減

薬の評価や、退院支援の評価が点

数化されています。算定できなけ

れば意味がありませんが、現実に

は、難しい状況です。 

 さて、医事業務で一番大事なの

は、患者さんが最初と最後に来ら

れる部署でもあり、患者さんに良

い印象をもっていただくことで

す。業務ばかりに集中するのでは

なく、外来全体を見ながら、その

患者さんにあった各種制度のお

知らせを、外来患者さんなら自立

支援医療制度、入院患者さんなら

減額認定証制度など、安心して通

院・入院ができますようにお伝え

していきたいと思います。 

（福島）

穏やかな雰囲気の待合室 



に過ごしていいのか分からないと

いう感覚があり、一人でも週末を

過ごすことができるようにするた

めに訓練をされている、というこ

とがよく分かりました。こうした

生活のしずらさを感じながら利用

者の方が日常をおくっていること

を知ることから我々の支援が始め

ることの大切さを学びました」 

 こうした感想や気づきを聞かせ

ていただくことが、日常接してい

る我々職員にとっても、大切な

フィードバックとなります。ま

た、こうしたふりかえり、感じた

ことを意見交換し合うことの大切

さをお伝えし、感謝の言葉も添え

実習を終えました。 

（森脇）

４ 

 ５月１８、１９両日は松江総合

医療専門学校の学生さんが６人、

７月７日は島根県立大学の学生さ

ん６人、同月１４、２２、２８日

の３日間は松江高等看護学院の看

護実習生の方が３人、ビ・フレン

ディング、精神科デイケアたんぽ

ぽ、自立訓練施設コスモス、就労

継続Ｂ型事業所八雲会で過ごされ

ました。 

 それぞれの日の最後に１日のふ

りかえりを行い、学生の方それぞ

れが実習を通して何を感じ、何を

学ぶことができたのかをうかがい

ました。 

 「私たちが当たり前に生活して

いることが、過去に長期間入院を

しており普通の生活から離れてい

た利用者の方々にとっては“当た

り前のことではない”ということ

を肌で感じることができました」

「自分たちが“日常を楽しむ”と

いう当たり前の感覚が、利用者の

方には持てていないことを知る事

ができた。就労訓練やデイケアな

ど日中活動のない週末をどのよう

たまごさんからの 

お便り

わしらは怪しい雑魚釣り隊 
 椎名誠：著 (マガジン・マガジン） 

2008年初版 税込1440円 

 今回から新しく本の紹介コーナーがで

きるにあたり、なかなか本が決められな

かった所、ある職員さんから教えてもらっ

た１冊です。 

 椎名誠さんが探検仲間と繰り広げる釣

り四方山話の数々。釣りができない私が

読んでいても面白かったです。例えば、意

外にもゴカイが苦手だという椎名さんの

一文など思わず、「分かる

分かる」とうなずいてし

まいました。以前あった

ソーシャルクラブのごず

釣り大会と重なる場面も

多く、読んでいて懐かし

く思い返しました。 

       （浜岡）

今
月
の
お
す
す
め
の
一
冊

熊本地震義援金 

活動報告について 

「統合失調症 

 がやってきた」 
島精連主催 

島根県共同募金会助成事業 

松本ハウスお笑いトーク＆

ライブショーの報告 

 ８月７日、島根県精神保健福祉

会連合会（通称「島精連」島根県

内の精神障害者家族会の連合会）

主催で、統合失調症や精神障がい

の啓発を目的に開催。４００人超

の観客が爆笑しながらも、病気へ

の理解や周囲の人がどのように適

切な距離感を保ちながら支援でき

るのかを学びました。 

 内容は、島根県立心と体の相談

センター小原所長の疾病解説、お

笑いコンビ「松本ハウス」のお

笑いコント＆トーク、島根県立

大学の学生と島根県精神当事者

会の安達代表らと松本ハウスの

座談会の３本立てで行いまし

た。 

 当日は地域活動支援の一環と

して、本法人地域活動支援セン

タービ・フレンディングの職員

２人がお手伝いさせていただき

ました。      （森脇）

 今年4月16日に熊本地方を震源とする震度７、マグ

ニチュード７.３の大地震が発生し多くの方が被災され

る大災害となりました。当法人におきましても少しで

も熊本地震被害のお役に立てればと考え、5月30日か

ら6月4日の短期間ではありましたが募金活動を致しま

した。 

 多くの職員有志の

協力を得ることがで

き、6月7日に松江

市内中原町にありま

す日本赤十字社島根

支部を訪問し「熊本

地震災害義援金」と

して53,700円を募

金することができま

した。  （狩野） 
義援金を手渡す法人スタッフ（右）



７月２９日、ビ・フレンディン

グのエントランスホール、並びに

交流ホールにおいて、「第２回梶

村健三絵画展」を開催しました。

第１９回となるコンサートとの

コラボ企画として、昨年１２月か

ら開かれている個展です。 

この度は、大橋川沿いの穏やか

な情景を描いた６０号という大

作の「河畔」をエントランスホー

ルに飾り、梶村氏がとても気に

入っている１５号の「氏神さん」

など３点を交流ホールで披露い

ただきました。 

※梶村氏の個展が山陰中央新

報７月３０日付紹介されました。

（ビフレの閲覧コーナーでご覧

いただけます） 

５ 

地域連携を 

考える

 ７月２９日午後１時から３時、

ビ・フレンディング交流ホールにお

いて、第１９回サマーコンサートを

行い、89人の参加があり賑やかな

コンサートとなりました。 

 当日は、楽曲演奏のほか作業所の

物品販売、コンサートのコラボ企画

として梶村健三氏の絵画展もあり

ました。 

 作業所販

売では、今回

「そ ら ま め

らんど」さん

が初めて出

店し餃子や

唐揚げなど

の販売をさ

れるなど、新

しい仲間の

輪も広がっ

てきていま

す。 

 次回はコンサート開始から１

０周年で通算２０回目となるク

リスマスコンサートを、１２月

２２日午後１時から３時に開催

予定ですので、よろしかったら

足をお運びください。お待ちし

ております。 

         （貝谷）

２０１６サマーコンサート&

梶村健三絵画展

地域に広く貢献する力 

 ４月３０日、春の朝とはい

え、日差しが強く照り返す日

でした。 

株式会社日新電工（松江市

古志原６丁目）の職員の方が

作業着を身にまとい、毎年の

地域奉仕活動の一環として、

今年度は、本法人の敷地のま

わりの溝掃除を実施してくだ

さいました。一枚一枚がズシ

リと重たいコンクリートの溝

蓋をいとも簡単にはぐり１時

間足らず、あっという間に溝

掃除が完了しました。本法人

の職員が行えば、おそらく３

倍以上の時間を要したのでは

と、経験豊富な方々の腕前に

脱帽し、深く感謝する一日と

なりました。   （森脇）

透明感のある作品を前に梶村氏

手際よく作業をする職員の方々 

歌
声
を
披
露
す
る
つ
く
し
の
皆
さ
ん

個展者プロフィール 

梶村健三（かじむらけんぞう） 

昭和７年松江にて生まれる。（８

４歳） 

２７歳、精神病を発症。３２歳、

師匠に弟子入りし、３４歳まで

の２年間絵画を学ぶ。当初は風

景画が中心だったが、年を重ね

るごとに花を多く描くようにな

る。これまでに描いた油絵は８

０作品を超える。毎年開催され

る松江市民美術展（於：島根県立

美術館）に出展し、毎年入選を果

たしている。 



【 ご 案 内 】  

駐 車 場  

八 雲 病 院  

● H O K 山 代 店  

● バ ス 停

し ら ゆ り ●  

保 育 園  

松 江 バ イ パ ス  

● 松 江 工 業 高 校  山 陰 ●  

古志原支店

↓  至 浜 乃 木  

至 八 雲 町  

   →  国 道 4 3 2 号 線  

桧 山 ト ン ネ ル  

八 雲 病 院 精 神 科 病 棟

認 知 症 治 療 病 棟  

1 F  地 域 活 動支援セン ター ビ・フレンディング

2 F  デ イ ケ ア  た ん ぽ ぽ  

認知症グループホーム 雲 陽 の 里  

生 活 訓 練 施 設  コ ス モ ス  

馬  橋  側  

【 J R 松 江 駅 よ り 5 k m 】  

●  バ ス （ 一 畑 交 通 ）  

八 雲 ・ 大 庭 行 き ( ④ タ ー ミ ナ ル  

山 代 町 下 車  徒 歩 1 分 )  

医療法人 仁風会 
○八雲病院（外来診療時間午前中のみ） 

 平日８：３０―１２：３０／土 ８：３０―１２：３０ 

休診日…日曜日、祝日、お盆、年末年始 

 松江市大庭町１４６０－３  

            電   話（０８５２）２３－３４５６（代表） 

            ＦＡＸ（０８５２）２３－３４９５ 

  ・デイケアたんぽぽ（精神科デイケア） 

   ※お問い合わせは代表まで 

月曜日―金曜日 午前９：３０－午後３：３０ 

  ・デイケア八雲（重度認知症デイケア） 

   ※お問い合わせは代表まで 

月曜日―金曜日 午前９：００－午後３：４０ 

○コスモス（自立訓練【生活訓練】事業所） 

 松江市大庭町１４５９－１ 

            電   話（０８５２）２３－３３６０ 

            ＦＡＸ（０８５２）２３－３３７０ 

   ○ビ・フレンディング（地域活動支援センター・相談支援事業所） 

    松江市大庭町１４６１－３ 

              電   話（０８５２）２３－４１１１ 

              ＦＡＸ（０８５２）２３－４１１２ 

   ○雲陽の里(認知症グループホーム・介護保険) 

    松江市大庭町１４５９－１ 

              電話（０８５２）２３－３７００ 

   ○居宅介護支援事業所 医療法人 仁風会 八雲病院 

  ※お問い合わせは代表まで

６ 

ご意見箱 

 広報誌「遊便」に対するご意

見・ご感想などございましたら、

ぜひ下記までお寄せいただくと喜

びます。今後とも医療法人仁風

会、広報誌「遊便」共々よろしく

お願い致します。 

  〒690-0033 

  松江市大庭町１４６０－３ 

 （医）仁風会 広報委員会 

編
集
後
記

毎
年
、
秋
の
号
の
編
集
を
担
当
す
る
の

で
す
が
、
い
つ
も
あ
っ
と
い
う
間
に
準
備
期

間
で
あ
る
夏
が
過
ぎ
て
い
く
気
が
し
ま
す
。

今
年
の
夏
は
、
リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

あ
り
多
く
の
選
手
の
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
の
、
毎
日
の
地
道
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
メ
ダ
ル
獲
得
な
ど
の
結
果
に
つ
な

が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

自
分
も
色
々
な
面
に
お
い
て
、
日
々
精
進

せ
ね
ば
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。（

浜
岡
）

わ
た
く
し
た
ち
の
理
念

わ
た
く
し
た
ち
は
心
の
声
を
大
事
に
し
ま
す

わ
た
く
し
た
ち
は
医
療
水
準
の
向
上
に
努
め
ま
す

八
雲
病
院

お
知
ら
せ


